
















































The purpose of this paper is to clarify the mechanism of gift certificate with premium, using the consumer behavior theory 
of microeconomics. If we consider the purchase price of a per-capita gift certificate with premium is given, the effect of 
increasing the purchase amount of target goods is greater than when paying cash the same amount as the premium 
amount in a certain parameter area. The setting of the premium rate corresponds to the operation of this area. In addition, 
restriction of use are considered to correspond to indirect manipulation of distribution of parameter values through 
division of target goods. On the other hand, when dealing endogenously with purchase price of a per-capita gift certificate 
with premium, since all individuals select the purchase price according to their own utility function, the effect is greater 
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3 Frank (2006)，スティグリッツ (2003)，ブレア＆ケニー (1990)，西村 (1986) などを参照のこと．







2財の購入量をそれぞれ x1, x2 とし，それらから消費者が得
る効用をU ( x1, x2 )とする．以下では限界代替率逓減の法則
< 0
を満たす効用関数として，
を用いる（0 < α < 1 とする）．
2-1. ベンチマーク（政策実施前）










りの購入金額はh (0 < h < I )，額面は( I + r )hとする6．
















6 第3節では h を個人にとっての操作変数とみなした内生化のケースを扱う．
7  仮に額面 rh の現金が支給される場合の予算制約線はCDである．また額面 rh の商品券が支給される場合の予算制約線はAGDである．これらいずれの場合
も元の消費可能領域はすべて選択可能である．





























上の所得 I に対する比率として，t（= h/I）を用いて表す．
2-2項での分析結果を用いれば，②を満たす α の範囲は表
1のようにまとめられる．























上段は  and ，
















t r 0.1 0.2 0.3
0.1 0.0099 0.0196 0.0291
0.2 0.0196 0.0385 0.0566
0.3 0.0291 0.0566 0.0826
0.4 0.0385 0.0741 0.1071
0.5 0.0476 0.0909 0.1304
0.6 0.0566 0.1071 0.1525
0.7 0.0654 0.1228 0.1736
0.8 0.0741 0.1379 0.1935
0.9 0.0826 0.1525 0.2126

















では個人にとって最適な h の値が h”’ であることは明らか
である．




　以下では h を連続変数として内生化し，最適な h の値と
そのときの購入量の組および効用を求める．まず





下限 上限 下限 上限 下限 上限
0.1 0.068 0.109 0.059 0.118 0.054 0.126
0.2 0.138 0.216 0.121 0.231 0.110 0.245
0.3 0.211 0.320 0.186 0.340 0.170 0.358
0.4 0.288 0.423 0.255 0.444 0.234 0.464
0.5 0.368 0.524 0.329 0.545 0.303 0.565
0.6 0.454 0.623 0.408 0.643 0.379 0.661
0.7 0.547 0.720 0.496 0.737 0.463 0.752
0.8 0.649 0.815 0.596 0.828 0.560 0.839
0.9 0.768 0.908 0.718 0.915 0.682 0.921
　表頭は r の値，表側は t（= h/I）の値をそれぞれ表しており，これらの積（= rt = rh/I）
は個人の当初の所得 I に占める所得移転額 rh の割合を表している．また，表中の数値は 
 and  を満たす α の下限値と上限値であり，
それぞれ小数第4位以下を四捨五入している．
表1　予算制約線の屈折点で効用最大となるαの範囲
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であること，および
より，U2 は h =αI において最大となる．そのときの購入量
の組と効用は，それぞれ
である（上付きの*は内点解であることを示す）．
　さらに U LC2 ＝U RC3 and U LC2  < U ＊2 より，0 < h < I におけ
る効用の最大値が U ＊ 2  であることも明らかである（上付き
のLCは定義域の左端点解であることを示す）．以上より，
個人は商品券の購入金額を h = αI に設定することにより最
大の効用 U ＊ 2  を得る．h =αI はU2の成立条件である
も満たしている．





























プレミアム分の金額）が同じであっても，r または t の値
が異なる状況では α の範囲は異なる．他方 h を内生的に扱
う場合では，効用最大化行動の結果としてすべての個人が










































限値（つまりrh /( I + rh )の値）を数値例で示せば表2の通
りとなる11．
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